
平成29年4月

「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」
の本格稼働のご案内
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はじめに

本資料は、平成29年6月からの社会福祉法人の財務諸表等電子

開示システム（以下「本システム」という。）の本格稼働にあたって、

本格稼働までのスケジュール、本格稼働に向けたシステムの変更点

及び各種の留意事項などについて、ご案内するものです。
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Ⅰ 本格稼働スケジュール

Ⅱ 試行運用実施結果

Ⅲ 本格稼働に向けたシステムの変更点について

Ⅳ ヘルプデスク・連絡板のご案内

P03～P09

P10～P16

P17～P48

P49～P51

○ 本システムは平成29年6月1日から本格稼働いたします。
○ 本格稼働までのスケジュール、本格稼働後のスケジュールについてご説明します。
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区 分
3月 4月 5月 6月 7月

8月
下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

社会福祉法人

所轄庁

都道府県

厚生労働省

福祉医療機構

法人基本情報
の更新

(3/21～４/7) 本格稼働に向けた操作説明会
(4/12～5/12)

入力シートダウンロード
＜ブランク版＞

及び入力シート入力
(5/15～)

入力シートダウンロード
＜データ移行版＞(6/1～)

入力シート入力･保存・届出
(6/1～6/30)

入力シート内容の確認・都道府県へ提供
(6/1～)

入力シート内容の確認・厚生労働省へ提供
(6/1～)

メアドの変更
(3/24～４/7)

運

用

開

始

（
１
日
）

本格稼働に向けた操作説明会
(4/12～5/12)

２

１ ３

３

メアドの変更
(3/24～４/7)

２

４ ５

６

８

９

１ 本格稼働スケジュール

現況報告書・計算書類・社会福祉充実計画の公表 (6/1～)

７

（注）前倒しの可能性あり

本格稼働に向けた操作説明会
(4/12～5/12)３

本格稼働に向けた操作説明会
(4/12～5/12)

３

［現況報告書・計算書類は⑥の届出後、社会福祉充実計画は⑧の確認後に公表］
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所轄庁

ＮＯ
手続きの期間 事 項

手 続 き の 内 容

3月21日から4月7日まで 社会福祉法人の法人基本情報の更新
○ 機構から送信した「法人一括登録用シート」にて、社会福祉法人の法人基本情報の内容を確認していただきました。
○ 法人基本情報に変更がある場合、「法人一括登録用シート」を更新し、福祉医療機構に返信していただきました。

3月24日から4月7日まで 所轄庁の事務処理用のメールアドレスの変更
○ 所轄庁の事務処理用メールアドレスが変更した場合、本システムの機能を用いて変更していただきました。

4月12日から5月12日まで 本格稼働に向けた操作説明会の開催
○ 全国7か所で所轄庁及び都道府県に対し、本格稼働に向けた操作説明会を開催します。
○ 本格稼働までのスケジュール、本格稼働に向けたシステムの変更点及び各種の留意事項などを案内します。

6月1日から 財務諸表等入力シートの内容確認と都道府県へ提供
○ 所轄庁が社会福祉法人から届出された財務諸表等入力シートの内容を確認します。
○ 所轄庁が内容を確認した財務諸表等入力シートを都道府県に提供します。

済

済

２ 各種手続きのご案内 ①

本システムを利用する初年度においては、本システムへの入力作業の事務負担がありますが、２年目以降は、前年度に入力（届出）
した内容を入力シートに移行して配布させていただきますので、事務負担の軽減と事務の効率化を図ることができます。

２

１

３

８
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社会福祉法人

※ 財務諸表等入力シート ＜ブランク版＞ のダウンロードの開始時期については、システムの開発状況によっては前倒しの可能性があります。

本システムを利用する初年度においては、本システムへの入力作業の事務負担がありますが、２年目以降は、前年度に入力（届出）
した内容を入力シートに移行して配布させていただきますので、事務負担の軽減と事務の効率化を図ることができます。

区 分 財務諸表等入力シート ＜ブランク版＞ 財務諸表等入力シート ＜データ移行版＞

配布時期 平成29年5月15日から 平成29年6月1日から

入力データの移行 なし あり（試行運用にて所轄庁に届出た内容を移行）

ダウンロード対象 すべての社会福祉法人 一部の社会福祉法人（試行運用にて入力シートを所轄庁に届出た法人のみ）

ＮＯ
手続きの期間 事 項

手 続 き の 内 容

5月15日から ※ 財務諸表等入力シート ＜ブランク版＞ のダウンロード・入力
○ 本システムから財務諸表等入力シート ＜ブランク版＞ のダウンロードが可能になります。（すべての社会福祉法人）
○ 本システムが本格稼働するまでは、本システムへの保存や届出はできませんが、入力シートへの入力は可能です。

6月1日から 財務諸表等入力シート ＜データ移行版＞ のダウンロード・入力
○ 本システムから財務諸表等入力シート ＜データ移行版＞ のダウンロードが可能になります。（一部の社会福祉法人）

6月1日から6月30日まで 財務諸表等入力シートの入力･保存・届出
○ 財務諸表等入力シートに必要事項を入力し、本システムに入力シートを保存（アップロード）します。
○ 本システムに保存した財務諸表等入力シートを本システムを通じて所轄庁に届け出ます。

２ 各種手続きのご案内 ②

４

５

６
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都道府県

ＮＯ
手続きの期間 事 項

手 続 き の 内 容

3月24日から4月7日まで 都道府県の事務処理用のメールアドレスの変更
○ 所轄庁の事務処理用メールアドレスが変更した場合、本システムの機能を用いて変更していただきました。

4月12日から5月12日まで 本格稼働に向けた操作説明会の開催
○ 全国7か所で所轄庁及び都道府県に対し、本格稼働に向けた操作説明会を開催します。
○ 本格稼働までのスケジュール、本格稼働に向けたシステムの変更点及び各種の留意事項などを案内します。

6月1日から 財務諸表等入力シートの内容確認と厚生労働省へ提供
○ 都道府県が所轄庁から提供された財務諸表等入力シートの内容を確認します。
○ 都道府県が内容を確認した財務諸表等入力シートを厚生労働省に提供します。

２ 各種手続きのご案内 ③

済２

９

３
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厚生労働省２ 各種手続きのご案内 ④

ＮＯ
手続きの期間 事 項

手 続 き の 内 容

4月12日から5月12日まで 本格稼働に向けた操作説明会の開催
○ 全国7か所で所轄庁及び都道府県に対し、本格稼働に向けた操作説明会を開催します。
○ 本格稼働までのスケジュール、本格稼働に向けたシステムの変更点及び各種の留意事項などを案内します。

福祉医療機構

ＮＯ
手続きの期間 事 項

手 続 き の 内 容

4月12日から5月12日まで 本格稼働に向けた操作説明会の開催
○ 全国7か所で所轄庁及び都道府県に対し、本格稼働に向けた操作説明会を開催します。
○ 本格稼働までのスケジュール、本格稼働に向けたシステムの変更点及び各種の留意事項などを案内します。

6月1日から 福祉医療機構による現況報告書及び計算書類の公表
○ 社会福祉法人から所轄庁に届出された現況報告書及び計算書類をWAM NET（インターネット）で公表します。
○ 所轄庁にて内容を確認した社会福祉充実計画をWAM NET（インターネット）で公表します。

２ 各種手続きのご案内 ⑤

７

３

３
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 本システムの本格稼働に向けて、福祉医療機構から送信するメールの内容について、事前にご案内させていただきます。

３ 本格稼働に向けてのメール連絡（予定）

区 分 件 名 宛 先 連 絡 事 項

5月1日
メール

システムメンテナンス
のご案内

所轄庁
都道府県

○ 次の日程でシステムメンテナンスを実施します。[5月27日(土)、28日(日)、31日(水)]
○ メンテナンス日は本システムへのログインができなくなります。

※ 社会福祉法人には、別途（5月15日）メールにて連絡する予定です。

5月15日
メール

財務諸表等入力
シート

＜ブランク版＞
ダウンロードについて

所轄庁
都道府県 ○ 財務諸表等入力シート＜ブランク版＞のダウンロードが可能になります。

社会福祉法人

○ 財務諸表等入力シート＜ブランク版＞のダウンロードが可能になります。
※ 試行運用にて届出済の法人向けに＜データ移行版＞は6月1日予定と案内します。

○ 本システムへのログイン情報について案内します。
○ 次の日程でシステムメンテナンスを実施します。[5月27日(土)、28日(日)、31日(水)]

6月1日
メール

本システム本格稼働
のご案内

所轄庁・都道府県
社会福祉法人

○ 本システムの本格稼働の開始について案内します。
○ 本システムへのログイン情報について案内します。（社会福祉法人向け）

財務諸表等入力
シート

＜データ移行版＞
ダウンロードについて

試行運用において
届出済の

社会福祉法人

○ 財務諸表等入力シート＜データ移行版＞のダウンロードが可能になります。
○ 本システムへのログイン情報について案内します。

社会福祉法人が本システムにログインする際のパスワードは、毎年度、本システムから社会福祉法人あてに初期設定
パスワードを配布させていただきます。[試行運用時（前年度）に設定していただいたパスワードはリセットいたします。]【ログイン情報】



10

Ⅰ 本格稼働スケジュール

Ⅲ 本格稼働に向けたシステムの変更点について

Ⅳ ヘルプデスク・連絡板のご案内

P03～P09

P17～P48

P49～P51

Ⅱ 試行運用実施結果 P10～P16

○ 試行運用では、格別のご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございました。
○ 試行運用の参加状況、実施状況などについてご説明します。
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１ 試行運用の概要

○ 平成29年6月からの社会福祉法人の財務諸表等電子開示システムの本格稼働に先立ちまして、平成29年
１月から試行運用を実施させていただいたところです。

○ この試行運用では、社会福祉法人、都道府県及び所轄庁の皆さまに本システムでの作業を体験していただくと
ともに、皆さまからの様々なご意見を踏まえ、本システムを改善することを目的として実施したものです。

○ 試行運用の実施状況について、次のとおり報告させていただきます。

財務諸表等入力シートの入手から届出
（1月16日～2月15日）

法人の届出内容の確認・提供
（2月15日～2月28日）

○ 財務諸表等入力シートの入手・入力
○ 財務諸表等入力シートの保存
○ 財務諸表等入力シートを所轄庁へ届出

＜所轄庁＞
法人の届出内容の確認・都道府県へ提供

＜都道府県＞
法人の届出内容の確認・厚生労働省へ提供

＜社会福祉法人＞ ＜所轄庁・都道府県＞
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２ 試行運用の実施結果 ① 社会福祉法人

○ 本システムの試行運用における「社会福祉法人」の参加状況及び実施状況は、次のとおりです。
総数

（システム登録数）
財務諸表等入力シート
ダウンロード実施

財務諸表等入力シート
所轄庁へ届出

20,453法人 13,624法人 7,421法人
（割合） （66.6％） （36.3％）

本システムに登録された20,453法人のうち、13,624法人（66.6％）が、本システムから財務諸表等入力シートのダウンロードを
実施しました。さらに、7,421法人（36.3％）が、所轄庁に財務諸表等入力シートの届出を実施しました。

＜ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ実施＞
13,624法人
（66.6％）

＜未実施＞
6,829法人
（33.4％）

総数
20,453
法人

総数
20,453
法人

＜所轄庁へ届出＞
7,421法人
（36.3％）

＜未実施＞
6,829法人
（33.4％）

＜ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞまで＞
6,203法人
（30.3％）
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所轄庁２ 試行運用の実施結果 ②

○ 本システムの試行運用における「所轄庁」の参加状況及び実施状況は、次のとおりです。
総数

（システム登録数）
財務諸表等入力シート
ダウンロード実施

財務諸表等入力シート
都道府県へ提出

861団体 633団体 427団体
（割合） （73.5％） （49.6％）

本システムに登録された所轄庁861団体のうち、633団体（73.5％）が、社会福祉法人から届出のあった財務諸表等入力シート
のダウンロードを実施しました。 さらに、427団体（49.6％）が、都道府県に財務諸表等入力シートの提供を実施しました。

＜ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ実施＞
633団体
（73.5％）

＜未実施＞
228団体
（26.5％）

総数
861
団体

総数
861
団体

＜都道府県へ提供＞
427団体
（49.6％）

＜未実施＞
228団体
（26.5％）

＜ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞまで＞
206団体
（23.9％）
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（参考）所管するすべての社会福祉法人の財務諸表等入力シートを都道府県まで提供した所轄庁

所管するすべての社会福祉法人から財務諸表等入力シートの届出を受け、入力シートの内容を確認のうえ、都道府県に提供
を実施した所轄庁については、次の67所轄庁となっています。

所轄庁名 法人数 所轄庁名 法人数 所轄庁名 法人数

北海道

旭川市 53 石川県 加賀市 18 鳥取県 鳥取市 13
北見市 20

長野県

飯田市 25 米子市 14
網走市 5 諏訪市 4 島根県 江津市 6
赤平市 2 茅野市 1 岡山県 高梁市 5
紋別市 3 千曲市 12 赤磐市 8
名寄市 6 岐阜県 下呂市 3

山口県
山口市 27

三笠市 2

静岡県

海津市 7 萩市 13
根室市 8 熱海市 6 下松市 8
石狩市 7 袋井市 7 香川県 坂出市 14

岩手県 北上市 14 裾野市 2 三豊市 7
釜石市 10 御前崎市 4

愛媛県

宇和島市 12

秋田県

大館市 7 伊豆の国市 4 八幡浜市 4
潟上市 4 牧之原市 5 大洲市 8
大仙市 9

愛知県

碧南市 6 伊予市 6
にかほ市 8 江南市 6 四国中央市 11
三種町 1 尾張旭市 3 東温市 4

山形県 山形市 32 清須市 1 高知県 安芸市 3
村山市 2 北名古屋市 3 福岡県 豊前市 14

千葉県 勝浦市 4 三重県 志摩市 3 小郡市 15
富里市 2 京都府 南丹市 7 宮崎県 西都市 9

東京都
中央区 4 奈良県 宇陀市 8 鹿児島県 西之表市 7

国分寺市 9 和歌山県 有田市 3 67所轄庁東大和市 9 御坊市 4
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３ 財務諸表等電子開示システムヘルプデスクへの照会件数

【お願い】
① 試行運用では届出期日（2月15日）前後での照会が集中しました。本格稼働におきましては、お早めにご対応をお願いします。
② ヘルプデスクの体制については可能な範囲で見直しますが、試行運用と同様、所轄庁及び都道府県専用となる予定です。
したがいまして、本来の所轄庁及び都道府県からの照会に支障をきたすことのないよう、所管の社会福祉法人に対して、当該ヘルプ
デスクに直接照会することのないよう、再度、周知徹底くださいますようお願いします。

87 113
164 156 154

194 196
163

196 217
188

259 241 258 247

323 342
374 376 360

534
506 511

422
365 369

313 296
261 260 278 285

16 17 18 19 20 23 24 25 26 27 30 31 1 2 3 6 7 8 9 10 13 14 15 16 17 20 21 22 23 24 27 28

○ 試行運用期間における財務諸表等電子開示システムヘルプデスクへの照会件数は約9,000件となりました。
○ 試行運用期間における１日あたりの照会件数は、次のとおりです。

最多照会
534件

1 月 ２ 月

届出期日
2月15日＜試行運用の実施状況＞

（運用期間）平成29年1月16日から2月28日
（照会件数）9,008件
（１日平均）約282件
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４ 財務諸表等電子開示システムヘルプデスクへの照会内容

皆さまからのご要望への対応状況については「Ⅲ本格稼働に向けたシステムの変更点について」でご説明します。

○ 試行運用期間における財務諸表等電子開示システムヘルプデスクへの照会内容は次のとおりです。

財務諸表等入力シート
に関するもの

システムへのログイン
に関するもの

所轄庁が行う操作
に関するもの

その他のもの

7,213件

1,099件

76件

620件

80％

12％

1％

7％

合 計 9,008件 100％

80%

12%

1% 7%
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Ⅰ 本格稼働スケジュール

Ⅱ 試行運用実施結果

Ⅳ ヘルプデスク・連絡板のご案内

P03～P09

P10～P16

P49～P51

Ⅲ 本格稼働に向けたシステムの変更点について P17～P48

○ 本格稼働に向けた本システムの変更点についてご説明します。
○ システム変更点について実際に動作をデモンストレーションにてご覧いただきます。
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１ 本格稼働における社会福祉法人の操作のながれ

計算書類等

仮確定

財務諸表等
入力シートの入手

財務諸表等
入力シートの保存

財務諸表等
入力シートの届出

財務諸表等
入力シートの入力

現況報告書を完成させた後、入力シート全体の確定（入力完了）を行います。
入力完了を行うと、所轄庁へ財務諸表等入力シートの届出が可能となります。入力完了

社会福祉充実
残額算定シート

勘定科目設定

財産目録

現況報告書
現況報告書を作成します。
法人名、法人コード等の基本的な情報はあらかじめ記入されています。
法人が提供するサービス区分などはここで入力します。

使用する勘定科目を設定します。
社会福祉法人会計基準で定める勘定科目があらかじめ設定されています。
法人独自に追加した科目がある場合は追加設定を行います。

資金収支明細書、事業活動明細書、貸借対照表に相当する情報を
拠点ごとに入力します。
拠点間、事業区分間の内部取引消去等の入力またはファイルからの
取込みを行います。

財務諸表の注記ファイルを添付します。

財産目録を入力します。

財産目録の内容が反映されています。
社会福祉充実残額計上の控除対象の財産を指定します。
社会福祉充実残額算定シートを入力します。
ここまで入力した情報を元に、殆どの項目が自動設定されます。
また、社会福祉充実計画のファイルの添付もここで行います。

社会福祉充実残額が現況報告書に反映されます。反映された額を
元に、社会福祉充実計画の内容を現況報告書に入力します。

確定

確定

資金収支明細書
事業活動明細書

貸借対照表
内部取引消去等
財務諸表注記

別添（財産目録）

社会福祉充実
残額算定シート

現況報告書

確定

本格稼働版
において

追加された操作
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２ 財務諸表等入力シートの主な変更点

○ 試行運用におけるご意見やご要望に基づき、財務諸表等入力シートを次のとおり変更しています。

１

＜要望＞ 「現況報告書」や「勘定科目」の確定解除を行っても計算書類の内容が破棄されないように改善してほしい。

○ 現況報告書の「11.前会計年度の事業等の概要について」のうち、①-1拠点区分コード分類、①-2拠点
区分名称、①-3事業類型コード分類、①-4実施事業名称、②事業所の名称の5項目を除き、入力シート
を所轄庁に届出を行うまでは、確定解除を行わなくても修正することを可能にしました。

＜対応＞
操作マニュアル
100ページ参照

２

＜要望＞ 財務諸表等入力シートの画面上に入力方法の説明や注意点などを参照できるヘルプボタンを設けてほしい。

○ 財務諸表等入力シートの画面上の要所に「ヘルプ」ボタンを設置しました。
○ 「ヘルプ」ボタンを押下すると、当該シートの操作手順や注意事項が別ワークブック上で表示されます。
○ この機能を利用するためには、「ヘルプファイル」というExcelファイルをダウンロードし、財務諸表等入力
シートと同じフォルダに保存していただくことが必要になります。

＜対応＞

操作マニュアル
65ページ参照

【注意】 「現況報告書の5項目※」及び「勘定科目」については、計算書類や財産目録の様式の基礎となる重要な項目で
あることから、当該項目を変更した場合、計算書類や財産目録の入力内容が破棄されますのでご注意ください。
（理由）システム上において変更前と変更後の入力内容の整合を自動的に判断することが困難であるため。

※ 現況報告書の5項目は、「11.前会計年度における事業等の概要」のうち、①-1拠点区分コード分類、①-2拠点区分名称、
①-3事業類型コード分類、①-4実施事業名称、②事業所の名称となっています。
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４
＜要望＞ 財務諸表等入力シートの様式を厚生労働省が定める現況報告書の様式に合わせてほしい。

○ 厚生労働省が定めた現況報告書の様式や記載要領に基づき、様式を改訂しました。
○ 入力可能文字数を増加するとともに、文字数制限について操作マニュアルとヘルプ画面に記載しました。
○ 社会福祉法人の運用の実状に合った入力ができるよう、入力項目、選択肢を調整しました。

＜対応＞
操作マニュアル
74ページ参照

５

＜要望＞ 社会福祉事業と一体で実施している公益事業を入力できるようにしてほしい。また、一つの拠点区分内で
複数の同一サービス区分を入力できるようにしてほしい。
○ 社会福祉事業と一体で実施している公益事業に対応するため、社会福祉事業においても公益事業の
サービス区分が選択できるようにしました。

○ 一つの拠点区分において、同一サービス区分を複数入力できるようにするため、同一サービス区分を事業
所の名称によって区別するようにしました。

＜対応＞
操作マニュアル
84ページ参照

６
＜要望＞ 社会福祉事業のサービス区分に適切な選択肢がないため、法人独自の区分を追加できるようにしてほしい。

○ 社会福祉事業でも公益事業や収益事業と同様に法人独自のサービス区分を追加できるようにしました。
＜対応＞
操作マニュアル
94ページ参照

３
＜要望＞ 財務諸表等入力シートに不整合がないのにシステムに保存や届出ができない障害を解消してほしい。

○ 本システムのサーバ側プログラムのバージョンアップを行い、ご指摘の障害が発生しないよう改善しました。
＜対応＞

―
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８
＜要望＞ 使用しない勘定科目を非表示とする機能と社会福祉協議会用の勘定科目を追加してほしい。

○ 使用しない勘定科目を非表示とすることができるよう機能を追加しました。
○ 社会福祉協議会が使用する勘定科目を追加できるようにしました。

＜対応＞
操作マニュアル
115ページ参照

９
＜要望＞ 計算書類の入力にあたって「明細入力」と「拠点全体入力」ができるようにしてほしい。

○ 決算において、資金収支明細書、事業活動明細書を作成していない場合であっても、計算書類が入力
できるよう「明細入力」と「拠点全体入力」の2種類の入力方法を用意しました。

＜対応＞
操作マニュアル
120ページ参照

10
＜要望＞ 財務諸表等入力シートの中で、計算書類のすべての様式を見ることができるようにしてほしい。

○ 計算書類を入力した後、計算書類を財務諸表等入力シートに作成する手順としました。
○ 作成された計算書類については別のExcelワークブックとして出力することができるようにしました。

＜対応＞
操作マニュアル
135ページ参照

７
＜要望＞ 現況報告書の入力内容を確定後でも編集することができるよう確定する項目の範囲を限定してほしい。

○ 現況報告書の項目のうち、計算書類の様式の基礎となる重要な項目のみを確定するよう変更し、現況
報告書の確定は「仮確定」という名称に変更しました。

○ 現況報告書の一部の項目を除き、いつでも編集が可能になります。（Ｐ19の「要望①」を参照ください）

＜対応＞
操作マニュアル
100ページ参照
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12
＜要望＞ 財産目録において科目ごとに小計が表示されるようにしてほしい。

○ 財産目録の様式を改め、科目ごとに小計が表示されるようにしました。
＜対応＞
操作マニュアル
136ページ参照

13
＜要望＞ 社会福祉充実残額算定シートの様式を追加してほしい。

○ 社会福祉充実残額算定シートを追加しました。
○ 社会福祉充実残額算定シートに入力された内容は、現況報告書の「12.社会福祉充実残額及び社会
福祉充実計画の策定」に自動的に反映されます。

＜対応＞
操作マニュアル
144ページ参照

14

＜要望＞ 財務諸表等入力シートを所轄庁に届出することができる状態をわかりやすく教えてほしい。
○ 本システムから所轄庁に届出ができる状態を明確にするため、財務諸表等入力シート全体の「入力完了」
を行うボタンを追加しました。

○ このボタンにより最終チェックが行われ、チェックが完了するとトップページ上に「届出することができます」という
メッセージが表示されるようにしました。

＜対応＞
操作マニュアル
151ページ参照

次ページから本格稼働で使用する財務諸表等入力シートを操作する順序などに沿ってご説明します。

11
＜要望＞ 整合性チェックで不整合が出た場合、不整合の箇所がわかるようにしてほしい。

○ 新たに設置したヘルプ画面において、整合性チェックに関する確認方法を記載しました。
＜対応＞
操作マニュアル
130ページ参照
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（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ １・２・７・14【トップページ】

2 １

4

3

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。財務諸表等入力シートの操作手順や注意事項を参照することができます。
② 社会福祉法人を容易に特定できるようユーザIDの表示を追加しました。お問合せへの対応の際などにご活用ください。
③ 現況報告書は一部の項目を除き、届出を行うまでは編集ができるよう改善したことに伴い、ボタン名も「仮確定」に変更しました。
④ 現況報告書の最終確定を行うため、財務諸表等入力シート全体の「入力完了」を行うボタンを追加しました。
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現況報告書様式（平成29年4月1日現在）

１

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。財務諸表等入力シートの操作手順や注意事項を参照することができます。
○ 厚生労働省が定めた現況報告書の様式や記載要領の内容に基づき、財務諸表等入力シートの様式を改訂しました。
○ 現況報告書は一部の項目を除き、所轄庁に届出を行うまでは、確定解除を行わなくても編集できるよう機能を改善しました。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ １・２・４・７【現況報告書】①

【注意】 「現況報告書の5項目※」及び「勘定科目」については、計算書類や財産目録の様式の基礎となる重要な項目で
あることから、当該項目を変更した場合、計算書類や財産目録の入力内容が破棄されますのでご注意ください。
（理由）システム上において変更前と変更後の入力内容の整合を自動的に判断することが困難であるため。

※ 現況報告書の5項目は、「11.前会計年度における事業等の概要」のうち、①-1拠点区分コード分類、①-2拠点区分名称、
①-3事業類型コード分類、①-4実施事業名称、②事業所の名称となっています。
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１ 2 3

① 社会福祉法人の事業形態を考慮し、①-1拠点区分コード分類、①-2拠点区分名称を画面の一番左側に変更しました。
② ①-3事業類型コード分類（サービス類型）の名称表示①-4実施事業名称を追加しました。

また、社会福祉事業においても、公益事業や収益事業と同様に法人独自のサービス区分を追加できるよう機能を改善しました。
③ ①-2拠点区分名称とは別に、②事業所の名称を追加しました。

（参考）現況報告書を仮確定した後、①-1、①-2、①-3 、 ①-4及び②の5項目を編集する場合、仮確定の解除が必要になります。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ４・５・６【現況報告書】②
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2

3１

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。法人独自のサービス類型を追加する手順を参照することができます。
② 社会福祉事業においても、公益事業や収益事業と同様に法人独自のサービス区分を追加できるよう機能を改善しました。
③ 財務諸表等入力シートの事業間の移動を容易にするため、「右へ」、「左へ」ボタンを設置しました。
○ サービス類型シートで法人独自に追加した公益事業も現況報告書において社会福祉事業として選択できるよう変更しました。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ２・６【現況報告書】③
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＜社会福祉事業と一体的に実施されている公益事業に対する入力について＞
① 「現況報告書」の「11.前会計年度の事業等の概要」では、社会福祉事業においても公益事業のサービス区分が選択できるよう

になりました。
○ 社会福祉事業と一体的に実施されている公益事業がある場合に利用することができます。
○ 社会福祉事業の「①-3事業類型コード分類」の入力候補において、公益事業のサービス区分が表示され、分かりやすいよう

「（公益）」という文言が付加されています。

１

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ５【現況報告書】④
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2

3

4 １

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。科目挿入の方法や科目を非表示にする方法を参照することができます。
② 社会福祉協議会が使用する勘定科目を設定することができるよう機能を改善しました。（次ページ上段の例を参照ください）
③ 使用しない科目を非表示にすることができるよう機能を改善しました。（次ページ下段の例を参照ください）
④ 資金、事業、貸借の科目間の移動を容易にするため、「下へ」、「上へ」ボタンを設置しました。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ２・８【勘定科目】
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2

3

社会福祉協議会用科目設定を使用した場合の例

勘定科目を表示しないを選択した場合の例
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１

2

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。資金明細、事業明細、貸借の各シートの入力手順を参照することができます。
② 計算書類の第一号一様式、第二号一様式、第三号一様式を正しく作成するため、法人全体の予算、前年度決算、前年度

の額を入力する仕組みを追加しました。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ２・９【計算書類サマリシート】（【手順１・２】）
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【手順1】資金収支明細書及び事業活動明細書

＜別紙３（⑩）、別紙３（⑪）を作成しない拠点に対する計算書類の入力について＞

財務諸表等入力シートの計算書類の入力では、「資金」シート及び「事業」シートを用いて、拠点ごと、サービス区分ごとの資金
収支計算書、事業活動計算書を入力しますが、決算において、別紙３（⑩）資金収支明細書、別紙３（⑪）事業活動明細
書を作成していない拠点がある場合、当該拠点におけるサービス区分ごとの明細が把握されていないため入力することができません。

この場合には、「資金」シート及び「事業」シートにおける「入力方法切り替え」ボタンを押して「拠点全体入力」のモードに切り替え
て、サービス区分ごとの明細ではなく「拠点区分全体」列に直接入力することができるよう改善しました。
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【手順1】資金収支計算書

○ 入力方法として①サービス区分ごとの「明細入力」、②拠点区分ごとの「拠点全体入力」の２つが選べるよう機能を追加しました。
○ 資金収支明細書を作成していない拠点についても入力が可能となります。

拠点全体入力

明細入力

1

2
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拠点全体入力

明細入力

○ 入力方法として①サービス区分ごとの「明細入力」、②拠点区分ごとの「拠点全体入力」の２つが選べるよう機能を追加しました。
○ 事業活動明細書を作成していない拠点についても入力が可能となります。

1

2

【手順1】事業活動計算書①
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【手順1】事業活動計算書②

「入力方法切り替え」を押す
と「明細入力」から「拠点全
体入力」に入力モードを切り
替えることができます。（再
度ボタンを押すことで明細入
力に戻すことができます。）

サービス区分ごとの入力欄は
入力不可となり、拠点区分
合計欄に直接入力できるよ
うになります

＜事業活動計算書の特別増減の部と繰越活動増減差額の部の入力について＞
財務諸表等入力シートの「事業」シートでは、拠点ごと、サービス区分ごとに特別増減の部と繰越活動増減差額の部の金額を

入力することとなっていますが、決算で作成する別紙３（⑪）事業活動明細書にはこれらの記載がなく、第二号第四様式に記載
されています。このため、これらの額についても「拠点全体入力」のモードに切り替えて入力します。
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１2

【手順1】貸借対照表

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。「支払資金の額を転記」の使用方法、支払資金の額の調整等の手順を参照することができます。
② 事業区分ごとの入力は不要となることから、入力欄を廃止し、「当年度末」の列のみとしました。
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【手順1】計算書類入力状況

１

2

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。このシートの表1及び表2の確認方法について参照することができます。
② シートへ移動するためのボタンについて、ボタンが正常に表示されない障害が発生したことに伴い、リンク形式に変更しました。

従前の「ボタン形式」では、一部のシステム
において正常に表示されない障害が発生し
たため、「リンク形式」に変更しました。

＜従前のボタン形式＞
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【手順2】予算、前年度決算、前年度末の額、及び内部取引消去の入力

１

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。実際の計算書類上から財務諸表等入力シートに転記する手順について参照することができます。
② 計算書類の第一号一様式、第二号一様式、第三号一様式を正しく作成するため、法人全体の予算、前年度決算、前年度
の額の入力欄を追加しました。

2
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１

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。計算書類の整合性チェックで不整合があった場合の確認手順等を参照することができます。
② 計算書類作成ボタンを追加し、この操作を必須としました。この操作によって、財務諸表等入力シート内に全計算書類が生成

され、作成された計算書類は直接編集することができるよう機能を改善しました。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ２・10・11【計算書類サマリシート】（【手順３・４】）

2
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【手順3】整合性チェック

 変更はありません。
 整合性チェックに関するヘルプについては計算書類サマリシート上のヘルプボタンが利用できます。
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１

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。Microsoft Excel、Microsoft WordをPDF化する手順を参照することができます。
○ 財産目録については、財産目録シート上に「ヘルプ」ボタンを設置しています。
○ 注記のファイル形式について、PDFに加え、Microsoft Excel、Microsoft Wordのファイルも添付することを可能にしました。

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ ２・11・12【計算書類サマリシート】（【手順５・６】）
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【手順５】財産目録

① 「ヘルプ」ボタンを設置しました。行追加の手順や整合性チェックで不整合があった場合の確認手順を参照することができます。
② 勘定科目ごとに小計欄を追加しました。
③ 視認性の向上を図るため財産目録シートの背景色のコントラストを変更しました。

１

2

3
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（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ 13【社会福祉充実残額算定シート】

○ 社会福祉充実残額算定シートを新たに設置しました。
○ 大部分の項目（黄色、青、オレンジのセル）は、あらかじめ入力

されているか、または、計算結果が表示されます。
○ 白いセルのみが入力が必要となる項目です。

＜社会福祉充実残額算定シートの作業手順＞

(1) 「別添（財産目録）」を入力してください。
(2) 本シートに戻り白いセルの箇所を入力してください。
(3) 「チェック」ボタンを押してチェックを行ってください。
(4) 「現況報告書へ反映」ボタンを押してください。
(5) 自動的に現況報告書のセクション12に戻ります。セクション12

には算定シートで計算した社会福祉充実残額が自動反映されて
いますので、セクション12の残りの項目の入力を行ってください。

(6) トップページで「社会福祉充実残額算定シートの確定」を行って
ください。



43

① 社会福祉充実残額算定シート別添（財産目録）を新たに設置しました。このシートにはすでに入力した財産目録の内容が
反映されていますので、社会福祉法に基づく事業に活用している不動産等かどうかを「控除対象」欄の○、×で入力します。

② 「算定シートに転記」ボタンを押すと、○が付された財産の貸借対照表価額が算定シートの2. 「社会福祉法に基づく事業活用
している不動産等」（１）財産目録における貸借対照表価額欄に転記されます。

社会福祉充実残額算定シート別添（財産目録）

１

2
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○ 社会福祉充実残額算定シートの「現況報告書へ反映」ボタンを押すと、現況報告書のセクション12「社会福祉充実残額及び
社会福祉充実計画の策定の状況」に自動的に移動します。
① 社会福祉充実残額算定シートの計算結果が、「（1）社会福祉充実残額の総額（円）」欄に自動的に転記されていますの
で、「（2）社会福祉充実計画における計画額」以降の項目の入力を行います。
② 入力が完了した後、財務諸表等入力シートのトップページに戻り、「社会福祉充実残額算定シートの確定」を行います。

現況報告書「12.社会福祉充実残額及び社会福祉充実計画の策定の状況」

１

２

3,960,000
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１

2

（１）財務諸表等入力シート ＜要望番号＞ 14【トップページ】

① 社会福祉充実残額算定シートの確定まで終わりましたら、現況報告書シートへ移動し、「チェック」を行い、内容に不整合がない
ことを確認します。（この時点まで現況報告書は編集可能です）

② 最後に財務諸表等入力シート全体の「入力完了」ボタンを押して、財務諸表等入力シート全体を確定させます。
吹き出しの表示が青くなり、“入力が完了しましたので、届出が可能です。”というメッセージに変わります。
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都道府県における
操作手順の簡略化

届出状況を見る

入力内容を確認する

厚生労働省に提供する

（所轄庁に差戻しする）

所轄庁による提供状況を確認
し、財務諸表等入力シートを
ダウンロードします。

入力シートの内容に不備等が
あれば 所轄庁に差戻すこと
ができます。

財務諸表等入力シートの内容
に問題がなければ、内容が確
認できた旨をシステムに登録
（「確認処理」といいます）
します。

確認処理が済んだ入力シート
を厚生労働省に提供します。

＜この手続きを簡略化＞
財務諸表等入力シートのダウンロードを行わなく
ても、先の手続きができるよう改善しました。

（２）所轄庁・都道府県向け機能の変更点

所轄庁及び都道府県が利用する集約機能の変更点について、次のとおりご説明します。

１ これまでは都道府県が所轄庁から提供された入力シートをダウンロードすること
が必須でしたが、これを簡略化し確認処理から操作できるよう改善しました。

改善後これまで

財務諸表等入力シートの内容に問題がないこ
とが分かっていれば、「確認処理」から操作する
ことができるようになりました。
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法人ダウンロード待ち
件数の追加２ 財務諸表等公開システム（集約）のトップページ画面の「処理待ち件数」欄

に「法人ダウンロード待ち」を追加しました。

法人ダウンロード待ち：2件
法人アップロード待ち：7件
法人届出待ち：13件
差戻し後法人アップロード待ち：0件
差戻し後法人届出待ち：20件
所轄庁ダウンロード待ち：1件
所轄庁確認待ち：2件
所轄庁提供待ち：22件

所管する社会福祉法人のうち、財務諸表等入力シー
トを本システムからダウンロード（入手）していない法
人を確認することができるようになりました。
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処理状況一覧画面に
検索結果件数を表示３ 財務諸表等処理状況一覧画面の「検索結果（状況一覧）」に検索結果

件数を表示するよう改善しました。

検索結果件数：50件
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Ⅰ 本格稼働スケジュール

Ⅱ 試行運用実施結果

P03～P09

P10～P16

Ⅲ 本格稼働に向けたシステムの変更点について P17～P48

Ⅳ ヘルプデスク・関係連絡板のご案内 P49～P51

○ お問合せに対するヘルプデスク等のご案内
○ 社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板のご案内
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１ お問合せに対するヘルプデスク等のご案内

● 「スケジュール」・「システム操作方法」・「ログイン情報（ID・パスワード）」に関するお問合せ

（窓口）＜所轄庁・都道府県専用＞財務諸表等電子開示システムヘルプデスク

（受付）平日9:00～12:00、13:00～17:00

（お問合せフォーム）

（電話番号）03-3438-0299
https://www.int.wam.go.jp/sec/opndom/wamappl/zsinq.nsf/fInquiry?Open

（窓口）厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課
（電子メール） zaihyo-system@mhlw.go.jp

※電話番号は今後変更となる予定です。新しい番号が決まり次第、おって連絡させていただきます。

● 現況報告書等の入力内容に関するお問合せ

https://www.int.wam.go.jp/sec/opndom/wamappl/zsinq.nsf/fInquiry?Open
mailto:zaihyo-system@mhlw.go.jp
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２ 社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板のご案内

※ 所管する社会福祉法人にはこちらのURLをご案内ください。

http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/zaihyou

http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/zaihyou/houjin

● 所轄庁・都道府県用

● 社会福祉法人用

http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/zaihyou
http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/zaihyou

	「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」�の本格稼働のご案内
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52

